
令和８年度 第１回 能登町入札監視委員会 議事概要 

 

開催日時及び場所 
令和８年５月２８日（木）１５時００分～１６時３０分 

能登町役場３階 ３０２会議室 

出席委員 

 角  弘子   

芦田 正良   

 鍛治 武司   

 橘  重克 

（※敬称略） 

次第 

１ 開 会 

２ 挨 拶 能登町指名審査委員会委員長 

 副町長 野口 隆 

３ 議 事 

 （１）入札・契約手続の運用状況について 

（２）入札及び契約手続に関する再苦情の報告及び審議 

（３）談合情報についての報告及び審議 

（４）審議対象工事の抽出結果について 

（５）審議対象工事の審議 

（６）その他 

４ 閉 会 

審議対象期間 
令和７年度下半期 

【令和７年１０月１日～令和８年３月３１日】 

抽出工事 
５件（予定価格が２００万円超の建設工事（一般競争入札１ 

件、指名競争入札３件、随意契約１件）から抽出） 

 

 

 

 

一般競争入札 １件 
令和 7年度 6災 858 号 小浦漁港災害復旧工事（東防波

堤 11-1 ほか）（ゼロ町債） 

指名競争入札 ３件 

・令和 7 年度 災害復旧事業 4630-7004･7005  農地･水路災

害復旧工事 

・谷内村加圧ポンプ場災害復旧工事 

・令和 7 年度 能登半島地震復旧事業 能登町能都第二体育館

災害復旧工事 

随意契約 １件 
令和６年能登半島地震 町道藤波矢波１号線 応急復旧

工事 

委員からの質問及びそれらに

対する町の回答等 
別紙のとおり 



委員会による意見の具申内容 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



別紙 

質問・意見 回 答 

（１）入札・契約手続の運用状況について 

 

 

・質問無し 

 

 

 

 

 

（２）入札及び契約手続に関する再苦情の報

告及び審議 

 

（３）談合情報についての報告及び審議 

 

（４）審議対象工事の抽出結果について 

 

 

 

 

 

（５）審議対象工事の審議 

＜一般競争入札分＞ 

「令和 7 年度 6 災 858 号 小浦漁港災害復

旧工事（東防波堤 11-1 ほか）（ゼロ町債）」 

 

・地域要件や施工実績にある特殊性と何か。 

 

 

 

 

・本件の一般競争入札の条件で参加資格に該

当するものが 100 者程度あるが、参加申請の

あったのは 1 者であった。例えば県外の業者

で入札の情報がわからなかったため参加でき

なかったということはないのか。 

 

 

 

・指名審査委員会の開催状況及び入札の実施

状況について報告 

 

・能登町週休 2 日工事実施要領の一部改正

（週単位の週休 2 日の追加を報告）、能登町

建設工事標準請負契約約款の一部改正（第三

次・担い手３法を踏まえた対応とその他の改

正について報告） 

 

・「該当案件無し」と報告 

 

 

・「該当案件無し」と報告 

 

・能登町入札監視委員会設置要綱第６条第２

項の規定により、抽出委員が審議対象工事の

抽出結果を報告（抽出委員が令和８年５月１

３日に入札方式別に「くじ引き」を行い抽

出） 

 

 

 

 

 

 

・土木工事の中でも海中で行う工事であり、作

業船や潜水士などが必要となる工事であるた

め、特殊性という表現をしています。漁港工事

の中では特殊というわけではありません。 

 

・入札情報システムに掲載されますので、能登

町の入札に参加しようと思う業者であれば、町

内外にかかわらず知ることができます。 

今回に限らず、作業船等を使用する工事は、

対応可能な業者の確保が困難な状況にある。 

 

 

 



質問・意見 回 答 

＜指名競争入札分＞ 

「令和 7 年度 災害復旧事業 4630-7004･

7005  農地･水路災害復旧工事」 

 

・指名業者は地域性を考慮した業者なのか。 

 

 

 

「谷内村加圧ポンプ場災害復旧工事」 

 

・落札者以外は、すべて予定価格と同額とな

っている。指名された業者はお互いにわかっ

ているのか。落札しようと思えば予定価格よ

り下げるのが普通ではないか。 

 

 

 

 

 

「令和 7 年度 能登半島地震復旧事業 能登

町能都第二体育館災害復旧工事」 

 

・本件は先の件と違って、落札者以外は辞退

している。辞退した業者は、落札する意思が

なかったのか。 

 

 

・不調となった場合はどうするのか。 

 

 

 

 

＜随意契約分＞ 

「令和６年能登半島地震 町道藤波矢波１

号線 応急復旧工事」 

 

・どの業者も多忙な状況で少しでも金額を抑

えて契約をしてくれている。 

 

 

 

 

 

・災害復旧工事ということもあり、地域性を考

慮した指名としている。 

 

 

 

 

・指名された業者はお互いにわかりません。 

 落札者以外が予定価格で同額となっている

のは、明確な理由はわかりませんが、積極的に

落札を目指していないが、指名されたからには

入札には参加するということではないでしょ

うか。また、機械設備などの復旧や修繕などは

元々設置した業者が有利ではあると思います。 

 

 

 

 

 

・辞退の明確な理由はわかりませんが、震災以

降、建築関係の工事においても不調となること

がありました。どの事業者も業務多忙となって

おり、応札が困難な状況かもしれません。 

 

・設計内容や工期等の入札条件の見直しや、指

名競争入札から一般競争入札への変更などを

行います。 

 

 

 

 

 

 

・どの業者も多忙な状況ですが、少しでも町に

協力していただいて、助かっています。 

 



質問・意見 回 答 

（７）その他 ・今回の開催をもって、現任期内における定期

開催については最後となることを報告。 

 


